
FUJIFILM Holdings Corporation

2026年3月期 決算説明会

2026年5月12日

本資料における業績予想及び将来の予測等に関する記述は､現時点で入手された情報に基づき判断した予想であり､潜在的なリスクや不確実性が含まれております。
従いまして､実際の業績は､様々な要因によりこれらの業績予想とは異なることがありますことをご承知おきください。
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本日のアジェンダ －2026年3月期 決算説明会－
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決算ハイライト及びVISION2030進捗状況

富士フイルムホールディングス株式会社 代表取締役社長・CEO 後藤禎一

連結業績及び事業概況

富士フイルムホールディングス株式会社 取締役・CFO 樋口昌之

連結業績予想

富士フイルムホールディングス株式会社 取締役・CFO 樋口昌之

2026年3月期

2027年3月期
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決算ハイライト及びVISION2030進捗状況
2026年3月期

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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2026年3月期 決算ハイライト

売上高 営業利益
当社株主帰属

純利益

3 兆 3,570 億円 3,502 億円 2,767 億円

(  +5.0%) (    +6.1%) (    +6.0%)

〉 売上高、営業利益、当社株主帰属純利益はいずれも過去最高を更新
〉 売上高は、バイオCDMOのデンマーク新設備稼働等が寄与したヘルスケアや、CMPスラリー等半導体材料の販売が好調なエレクトロニクス、

デジタルカメラ等の販売が好調だったイメージング等がけん引し、増収
〉 営業利益は、米国追加関税や原材料高騰の影響を受けるも、売上高増加に伴う粗利増等により増益

〉 売上高・当社株主帰属純利益はいずれも第4四半期としての過去最高を更新

過去最高

2026年3月期 通期 連結業績

対前年

2026年3月期 第4四半期 連結業績

売上高 営業利益
当社株主帰属

純利益

9,273 億円 1,018 億円 834 億円

( +6.8%) （ -4.8%） （ +5.0%）

過去最高過去最高

( 為替レート : 米ドル＝157円 | 対前年 5円安 , ユーロ＝184円 | 対前年 23円安 )

( 為替レート : 米ドル＝151円 | 対前年 1円高, ユーロ＝175円 | 対前年 11円安 ）

過去最高

対前年
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過去最高

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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2027年3月期 業績予想ハイライト

売上高 営業利益
当社株主帰属

純利益

3 兆 4,700 億円 3,650 億円 2,800 億円

+3.4％ +4.2％ +1.2%

過去最高過去最高

5

2027年3月期 通期連結業績予想

過去最高

( 為替レート : 通期 米ドル＝150円 | 対前年 1円高 , ユーロ＝175円 | 対前年 - ）

〉売上高は、バイオCDMOの新規大型設備稼働拡大や半導体材料の販売拡大等により、過去最高を目指す
〉営業利益、当社株主帰属純利益も、半導体メモリー、銀他の原材料高騰に対し、各事業で価格対策に努めるとともに、

エレクトロニクスとイメージングの好調な業績等を反映し、過去最高更新を目指す（中期計画に対する進捗は次Page参照)

〉年間配当は、17期連続増配となる75円/株を予定

上記2027年3月期業績予想に、中東情勢の緊迫化に伴う原材料価格やエネルギーコストの変動影響については、
先行き不透明な要素が大きいため、未織り込み 詳細はP20参照

対前年

ポイント

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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2026年3月期

実績

2027年3月期

予想

対前年実績

差異

(参考)2027年3月期

VISION2030

3 兆 3,570 億円 3 兆 4,700 億円 + 3.4 % 3 兆 4,500 億円

3,502 億円 3,650 億円 + 4.2 % 3,600 億円

営業利益率 10.4 % 10.5 % + 0.1 % 10.4 %

2,767 億円 2,800 億円 + 1.2 % 2,700 億円

7.7 % 7.8 % + 0.1 pt 8.1 %

5.5 % 5.6 % + 0.1 pt 5.8 %

151円 150円 1 円高 140円

175円 175円 - 150円　　　 　：ユーロ

売上高

営業利益

当社株主帰属純利益

ROE

ROIC

 為替　　：米ドル 

2027年3月期 業績予想ハイライト VISION2030進捗状況
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• 売上高・営業利益・当社株主帰属純利益は、いずれも中期経営計画(VISION2030)目標値の達成を目指す

• ROE・ROICは、バイオCDMOの新規大型設備稼働立ち上げ等により収益改善をはかり、資本効率向上につなげていく

過去最高

過去最高

過去最高

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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65

75

70

• 2026年3月期の年間配当金は、70円/株を予定
• 2026年3月30日に、自己株式取得(金額上限：300億円)と取得株式の全数消却を発表、4月30日に取得を完了
• 2027年3月期の年間配当金は、17期連続増配となる75円/株を予定 (+5円、対前年)

30%

配当性向

株主還元

1株当たり配当金：円

事業への再投資

人材育成・
労働環境整備

株主への還元

ESG課題への取り組み

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

17期 連続増配
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連結業績及び事業概況
2026年3月期

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期

02

2027年3月期予想 参考資料

* 2025年3月期第2四半期から、本資料における各項目の記載金額は一億円未満を四捨五入して表示する形式に変更したことにより、過去に開示した数値との若干の差異や、内訳とその合計の不一致が生じている場合があります。
%は、実際の金額を基に算出しています。
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2026年3月期 業績

(単位：億円)

4Q 通期

8,683 9,273 589 268 31,958 33,570 1,611 1,442
100.0% 100.0% +6.8% +3.1% 100.0% 100.0% +5.0% +4.5%

1,069 1,018 -51 263 3,302 3,502 201 574
12.3% 11.0% -4.8% +24.6% 10.3% 10.4% +6.1% +17.4%

1,034 1,044 10 3,406 3,666 260

11.9% 11.3% +1.0% 10.7% 10.9% +7.6%

794 834 39 2,610 2,767 158
9.1% 9.0% +5.0% 8.2% 8.2% +6.0%

- - - 8.0% 7.7% -0.3 pt

- - - 5.9% 5.5% -0.4 pt

- - - 95 日 106 日 11 日

152円 157円 5円安 152円 151円 1円高

161円 184円 23円安 164円 175円 11円安

216.67円

2025年3月期

12.98円

為替・一時費用・

原材料影響除く
2026年3月期 対前年度

229.65円

　　　 　  ：ユーロ

営業利益

税金等調整前純利益

当社株主帰属純利益

EPS

ROIC

為替　      ：米ドル

ROE

CCC

為替・一時費用・

原材料影響除く
2025年3月期 2026年3月期 対前年度

売上高

3.25円69.17円65.92円

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高過去最高
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セグメント別 連結売上高｜営業利益
2026年3月期

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

*

*

*

*

（単位：億円）

3,165 3,336 172 +5.4% 65 +2.1% 10,478 10,989 512 +4.9% 427 +4.1%

1,001 1,275 274 +27.4% 239 +23.9% 4,076 4,562 486 +11.9% 483 +11.8%

3,364 3,248 -117 -3.5% -203 -6.0% 11,985 11,748 -237 -2.0% -260 -2.2%

1,153 1,414 261 +22.6% 166 +14.4% 5,420 6,271 851 +15.7% 792 +14.6%

8,683 9,273 589 +6.8% 268 +3.1% 31,958 33,570 1,611 +5.0% 1,442 +4.5%

454 297 -157 -34.7% 71 +15.6% 799 636 -162 -20.3% 73 +9.1%

176 307 130 +74.0% 122 +69.2% 751 1,009 258 +34.4% 260 +34.6%

319 270 -49 -15.4% 21 +6.6% 746 637 -109 -14.6% -27 -3.6%

242 245 3 +1.1% 27 +11.2% 1,392 1,600 208 +14.9% 261 +18.7%

-122 -100 22 22 -386 -380 6 6

1,069 1,018 -51 -4.8% 263 +24.6% 3,302 3,502 201 +6.1% 574 +17.4%

通期

2025年

3月期

2026年

3月期
対前年度

2025年

3月期

2026年

3月期
対前年度

為替・一時費用・原材料影響除く 為替・一時費用・原材料影響除く

4Q

エレクトロニクス

ビジネスイノベーション

イメージング

4Q 通期

2026年

3月期

2025年

3月期
対前年度

2025年

3月期

2026年

3月期
対前年度

合計

売上高

為替影響除く

ヘルスケア

為替影響除く

全社/連結調整

合計

営業利益

エレクトロニクス

イメージング

ビジネスイノベーション

ヘルスケア

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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セグメント別概況：ヘルスケア
2026年3月期 第4四半期(2026年1月～2026年3月)

11

◼ メディカルシステム

＋ 内視鏡は、米国・欧州をはじめ、日本・中国においても販売が
伸長。大型商談の納品が集中したこともあり、対前年 約3割増

＋ CT/MRI、IVDの販売好調

◼ バイオCDMO *収益性：31ページ 参照

＋ 大型設備は、新規設備の稼働拡大により4割弱の増収
－ 中小型設備は、昨年度に計上したキャンセルフィーの反動や、

アーリー案件の受託遅れ等により減収

◼ LSソリューション

＋ 大手製薬会社の当社培地使用量増加による培地の販売伸長

＋ 市況回復による試薬の販売好調

◼ 一時要因(FY24.Q4)

資産売却他

◼ オペレーション

＋ メディカルシステム/LSソリューション 増収に伴う粗利増

－ バイオCDMO 新規大型設備（米国）の稼働開始に伴う費用先行等

◼ 原材料価格

メディカルシステム 銀価格高騰他

◼ 一時要因(FY25.Q4)

バイオCDMO 中小型設備 生産体制最適化他

売上増減要因

利益増減主要因

（単位：億円）

為替・一時費用

・原材料影響除く

3,165 3,336 172 +5.4% +2.1%

2,061 2,171 110 +5.4% +2.4%

730 739 9 +1.2% -4.1%

374 426 52 +14.0% +12.5%

454 297 -157 -34.7% +15.6%

14.3% 8.9% -5.4pt

2025年

3月期

2026年

3月期
増減

 メディカルシステム

営業利益

　　　　　　　　　　　　　営業利益率

 バイオCDMO

売上高

 LSソリューション

71

2-110
-62

-13
-45

454

344

297

FY24Q4 FY24Q4

一時要因

FY24Q4

一時要

因除く

オペレー

ション

為替 原材料価格 関税影響 一時要因 FY25Q4

営業利益増減要因分析

売上・利益概況

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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セグメント別概況：エレクトロニクス

12

売上増減要因

利益増減主要因

◼ 半導体材料

＋ AI半導体需要を取り込み、販売好調
CMPスラリーの販売が、大きく伸長
先端パッケージング向け液型ポリイミドの販売好調

＋ 大手ファウンドリー向け販売好調に加え、
米国や韓国の大手半導体メーカー向け販売が回復

◼ AF材料

+ ディスプレイ材料：新規材料、OLED部材の販売好調
+ データテープ：大手IT企業向け販売増

◼ 一時要因(FY24.Q4)

資産売却他

◼ オペレーション

半導体材料の増収に伴う粗利増

◼ 一時要因(FY25.Q4)
＋ 資産売却他

（単位：億円）

為替・一時費用

・原材料影響除く

1,001 1,275 274 +27.4% +23.9%

632 817 185 +29.3% +24.4%

369 458 89 +24.1% +23.0%

176 307 130 +74.0% +69.2%

17.6% 24.1% +5.8pt

売上高

 半導体材料

2025年

3月期

2026年

3月期
増減

 AF材料

営業利益

　　　　　　　　　　　  営業利益率

122

13

28

-22

-6 -4

176

154

307

FY24Q4 FY24Q4

一時要因

FY24Q4

一時要

因除く

オペレー

ション

為替 原材料価格 関税影響 一時要因 FY25Q4

2026年3月期 第4四半期(2026年1月～2026年3月)

営業利益増減要因分析

売上・利益概況

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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セグメント別概況：ビジネスイノベーション

13

営業利益増減要因分析

売上・利益概況

◼ ビジネスソリューション（BS）

＋ DX関連ソリューションの売上増
＋ 国内自治体向けサービスの売上増

◼ オフィスソリューション（OS）

－ AP地域における市況低迷、低採算機種の絞り込み
－ 欧米向け輸出減少

◼ グラフィックコミュニケーション（GC）

＋ Xerography機の新市場での売上増
－ 欧州地域での刷版等が市況低迷による需要減

◼ 一時要因(FY24.Q4)
GC 体質強化費用他
共通 資産売却

◼ オペレーション

BS 増収に伴う粗利増 等
共通 基幹システム刷新に伴う初期費用等の発生

◼ 一時要因(FY25.Q4)

BS/OS/GC 体質強化費用他

売上増減要因

利益増減主要因

（単位：億円）

為替・一時費用

・原材料影響除く

3,364 3,248 -117 -3.5% -6.0%

1,011 1,080 69 +6.8% +4.6%

1,438 1,259 -179 -12.5% -14.5%

916 909 -6 -0.7% -4.4%

319 270 -49 -15.4% +6.6%

9.5% 8.3% -1.2pt

売上高

 ビジネスソリューション

2025年

3月期

2026年

3月期
増減

 オフィスソリューション

 グラフィックコミュニケーション

営業利益

　　　　　　　　　　   営業利益率

21

15

-17

-7 -2

-58

319

302

271

FY24Q4 FY24Q4

一時要因

FY24Q4

一時要因除く

オペレー

ション

為替 原材料価格 関税影響 一時要因 FY25Q4

2026年3月期 第4四半期(2026年1月～2026年3月)

270

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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セグメント別概況：イメージング
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◼ コンシューマーイメージング

＋ インスタントフォトシステムinstax,
主力の「mini12」「mini Evo」に加え、「WIDE 400」「Link3」
等、様々なユーザー層向けに販売好調

＋ instaxフィルムの生産設備増強による供給量増加

◼ プロフェッショナルイメージング

＋ デジタルカメラ X/GFXシリーズ,
新製品「X-T30 Ⅲ」等の販売好調

◼ 一時要因(FY24.Q4)

資産売却他

◼ オペレーション

インスタントフォトシステム、デジタルカメラの増収に伴う粗利増

◼ 原材料

銀価格高騰他

売上増減要因

利益増減主要因

（単位：億円）

為替・一時費用

・原材料影響除く

1,153 1,414 261 +22.6% +14.4%

652 822 171 +26.2% +17.6%

501 591 90 +18.0% +10.2%

242 245 3 +1.1% +11.2%

21.0% 17.3% -3.7pt

売上高

コンシューマーイメージング

2025年

3月期

2026年

3月期
増減

プロフェッショナルイメージング

営業利益

　　　　　　　　　　   営業利益率

27

36
6

-41

-25

0

242

201

245

FY24Q4 FY24Q4

一時要因

FY24Q4

一時要因除く

オペレー

ション

為替 原材料価格 関税影響 一時要因 FY25Q4

2026年3月期 第4四半期(2026年1月～2026年3月)

営業利益増減要因分析

売上・利益概況

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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4,706 4,952
4,397

-6,622
-6,111 -5,881

-178

-1,120 -1,423

-8,000

-6,000

-4,000

-2,000

0

2,000

4,000

6,000
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連結キャッシュ・フロー
2026年3月期 (2025年4月～2026年3月)

キャッシュ・イン

キャッシュ・アウト

事業買収除く調整フリー・キャッシュ・フロー

（億円）

*調整フリー・キャッシュ・フローから、事業買収を控除しています。

FY2023 FY2024 FY2025

(単位：億円)

FY2023 FY2024 FY2025

当期純利益 2,433 2,617 2,773

減価償却費 1,500 1,636 1,724

営業債権等の増(-)減(+) -58 344 -314

棚卸資産の増(-)減(+) 620 -3 -239

営業債務等の増(+)減(-) 75 476 -145

運転資本の増(-)減(+) 637 817 -697

136 -117 598

キャッシュ・イン 4,706 4,952 4,397

　設備投資設備投資（有形固定資産） -4,221 -5,321 -5,069

設備投資（ソフト、レンタル資産他） -663 -750           -750

-1,738 -39 -61

キャッシュ・アウト -6,622 -6,111 -5,881

調整フリー・キャッシュ・フロー(FCF) -1,916 -1,158 -1,484

-178 -1,120 -1,423事業買収等を除く調整 FCF※

その他

事業の買収

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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米国の関税政策による影響

4Q実績
(3ケ月)

通期実績
(12ケ月)

通期予想
(2026/2/5時)

影響する主な製品

全社 -19億円 -58億円 -60億円
(約-$40M)

ヘルスケア -13億円 -44億円 -40億円 医療機器

エレクトロニクス -4億円 -9億円 -10億円 半導体材料

ビジネスイノベーション -2億円 -5億円 -10億円 刷版材料、インクジェットヘッド

イメージング - - - インスタントフォトシステム、デジタルカメラ

2025年度の米国関税政策による影響は価格対策等により-58億円で着地

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

2026年3月期 (2025年4月～2026年3月)
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2027年3月期
連結業績予想

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

03
* 2025年3月期第2四半期から、本資料における各項目の記載金額は一億円未満を四捨五入して表示する形式に変更したことにより、過去に開示した数値との若干の差異や、内訳とその合計の不一致が生じている場合があります。

%は、実際の金額を基に算出しています。
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2027年3月期 通期連結業績予想

* EPS(1株当たり当社株主帰属当期純利益)の算定上の基礎となる期中平均株式数については、2026年3月31日現在の発行済株式数（自己株式を除く）
から、2026年3月30日開催の取締役会決議に基づき2026年4月30日までに取得した自己株式数を控除した株式数を使用しています。

売上高、営業利益、当社株主帰属純利益のいずれも過去最高を目指す
半導体メモリー、銀他の原材料高騰に対しては、価格対策等を実施

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

(単位：億円)

2026年

3月期

2027年3月期

今回予想
対前年度

33,570 34,700 1,130
100% 100% +3.4%

3,502 3,650 148
10.4% 10.5% +4.2%

3,666 3,750 84
10.9% 10.8% +2.3%

2,767 2,800 33
8.2% 8.1% +1.2%

229.65円 234.19円 +4.54円

7.7% 7.8% +0.1pt

5.5% 5.6% +0.1pt

106日 101日 -5日

151円 150円 1円高

175円 175円 -

247,000円 400,000円 +153,000円銀価格（/kg）

当社株主帰属純利益

EPS

ROE

 為替　　　：米ドル 

　　　　 　：ユーロ

売上高

営業利益

税金等調整前純利益

ROIC

CCC

過去最高

過去最高

過去最高

過去最高

*
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セグメント別業績予想

売上高はバイオCDMOの新規設備の稼働拡大や半導体材料の伸長などにより、3兆4,700億円を予想
営業利益は全てのセグメントにて増益となる、3,650億円を見込む

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

(単位：億円)

10,989 11,700          711 6.5%          736 6.7%

4,562 4,750          188 4.1%          203 4.5%

11,748 11,750              2 0.0%            12 0.1%

6,271 6,500          229 3.7%          239 3.8%

33,570 34,700       1,130 3.4%       1,190 3.5%

(単位：億円)

                  636 690            54 8.4%            84 13.2%

               1,009 1,060            51 5.1%            79 7.8%

                  637 650            13 2.0%              2 0.3%

               1,600 1,620            20 1.2%          135 8.4%

                -380 -370            10 -            10 -

3,502 3,650          148 4.2%          310 8.9%

対前年

対前年

為替影響除く

為替・一時費用・原材料影響除く

合計

イメージング

2026年

3月期

ビジネスイノベーション

売上高

ヘルスケア

エレクトロニクス

2027年

3月期

2026年

3月期

ヘルスケア

エレクトロニクス

営業利益

全社/連結調整

イメージング

ビジネスイノベーション

合計

2027年

3月期
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半導体メモリーの価格高騰及び中東情勢による影響

半導体メモリーの価格高騰に対しては、価格対策や代替品調達などの実施により、業績へのマイナス影響を抑制する
当年度の必要量は凡そ確保済み
中東情勢悪化による影響については、エネルギー価格や関連原材料・包装材料価格の高騰や需給ひっ迫等を想定するも、
先行き不確実性が高いため、2027年3月期業績予想には織り込んでいない

対策による
影響の最小化

想定されるリスク 対策方針
2027年3月期営業利益予想

影響額（対策前）

半導体メモリー価格高騰
価格対策、代替品調達など
※当年度の必要量は凡そ確保済

ｰ110億円/年間（織込済）

中東情勢による影響*1

❶ エネルギー価格高騰 原則として価格対策を実施

❷ 原油由来原材料・包装材料価格の高騰 価格対策、原価低減など -

➌ ❶~❷の需給ひっ迫 代替品調達、調達先分散など -

現情勢がQ1末まで継続した場合、
-30～-40億円/四半期*2

（未織込）

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

*1 中東地域における直接販売影響は軽微であり、業績予想には未織込
*2  原油価格前提：USD100/bbl
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ROIC(投下資本利益率)予想

2026年3月期は、ヘルスケアの成長投資継続・収益改善遅れ等により、前年比-0.4ptの5.5％で着地
2027年3月期は、バイオCDMO・半導体材料への成長投資を継続する一方、全社での収益性の改善により
前年比+0.1ptの5.6%を計画

ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。
本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています。

*

▐ セグメント別ROIC予想

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

2025年3月期

実績

2026年3月期

実績

2027年3月期

予想
対前年差異

ヘルスケア 2.5% 1.6% 1.8% +0.2pt

エレクトロニクス 12.1% 15.0% 15.8% +0.8pt

ビジネスイノベーション 5.4% 4.4% 4.8% +0.4pt

イメージング 54.8% 51.3% 51.1% -0.2pt

*セグメント別ROIC＝NOPAT/(運転資本+固定資産)で算出

全社 5.9% 5.5% 5.6% +0.1pt

*全社ROIC＝NOPAT/(有利子負債+株主資本)で算出
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220億円資金効率向上

6,710億円

R&D費控除前

営業CF

4,040億円

設備投資

有形・ソフトウェア
・レンタル資産含む

1,720億円

R&D費

1,170億円

株主還元(自己株式取得含む)

█ ヘルスケア █ エレクトロニクス █ ビジネスイノベーション █ イメージング

Cash-in Cash-out

キャッシュ・アロケーション(2027年3月期予想)

2027年3月期はバイオCDMOの設備投資が大幅に減少し、フリー･キャッシュ･フローのプラス転換を見込む
資本効率を重視し、引き続きバイオCDMO、半導体材料を中心とする成長投資に加え、株主還元も含めた
資金配分を行う

対前年 -1,780億円

■設備投資推移｜ヘルスケア
2023年3月期～2027年3月期

2025年
3月期

ヘルスケアへの設備投資は
2025年3月期でピークアウト

対前年

-1,970億円

2027年
3月期

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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株主資本コスト

資本コストや株価を意識した経営

引き続き各事業でROIC向上に取り組むことと適正な資本配分により、
2030年度のROE10％以上を目指し、株価（PBR）の持続的な向上に繋げていく

23

ROE

時価総額

▐ ROIC向上に向けた取り組み

④ 自己株式取得

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

FY15 FY20 FY25

0.0

0.5

1.0

1.5

1.5

3.0

4.5

17/3 21/3 26/3

• 2026年度のフリーキャッシュフロー黒字化の確度が高まったことや、中長期
的な業績成長に照らした直近の株価水準等を総合的に勘案し、自己株式取得
(上限300億円)を実施

(兆円) (倍)PBR

② 非中核資産の最適化

• LSソリューションの生殖補助医療品事業の売却(2025年4月)
• 政策保有株式の縮減
• 建屋・土地等の保有不動産の縮減

• 全社営業利益率 2025年度10.4％(対前年+0.1pt)
• バイオCDMO米国新工場の稼働開始
• 米国追加関税や、銀等の原材料価格高騰に対応する価格対策の実施
• 低採算品種の撤退、低収益事業における体制強化施策の実施

③ CCCの改善

① 収益性の改善

• 運転資本効率化に向けた活動継続(2023年度：116日→2025年度：106日)

2030年度目標

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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FY2009 FY2015 FY2020 FY2026

予想

24

1 事業成長と財務規律とのバランスを保つ

2 配当による株主還元を基本とし、安定的且つ
継続的な配当の実施

3 配当性向30％を目安

4 自己株式取得は、キャッシュフローや株価の
状況等を総合的に勘案して検討・実施

株主還元

▐ 当社配当金推移(予想) ▐ 株主還元方針

17期 連続増配

2026年3月期年間配当金 70円/株
2027年3月期年間配当金 75円/株

－ ｜当社株価

■ ｜当社一株当たり配当金

株価(円)

75円

0

2,000

4,000

6,000

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

70円
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2026年3月期
決算 参考資料

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

04
* 2025年3月期第2四半期から、本資料における各項目の記載金額は一億円未満を四捨五入して表示する形式に変更したことにより、過去に開示した数値との若干の差異や、内訳とその合計の不一致が生じている場合があります。

%は、実際の金額を基に算出しています。
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4Q | 通期 業績

*

*

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

*

*

4Q

3,165 3,336 172 +5.4% 65 +2.1% 10,478 10,989 512 +4.9% 427 +4.1%

　メディカルシステム 2,061 2,171 110 +5.4% 49 +2.4% 6,932 7,016 83 +1.2% 54 +0.8%

　バイオCDMO 730 739 9 +1.2% -30 -4.1% 2,195 2,541 346 +15.8% 290 +13.2%

　LSソリューション 374 426 52 +14.0% 47 +12.5% 1,350 1,432 82 +6.1% 83 6.2%

エレクトロニクス 1,001 1,275 274 +27.4% 239 +23.9% 4,076 4,562 486 +11.9% 483 +11.8%

　半導体材料 632 817 185 +29.3% 154 +24.4% 2,504 2,946 441 +17.6% 437 +17.4%

　AF材料 369 458 89 +24.1% 85 +23.0% 1,572 1,616 44 +2.8% 46 +2.9%

ビジネスイノベーション 3,364 3,248 -117 -3.5% -203 -6.0% 11,985 11,748 -237 -2.0% -260 -2.2%

　ビジネスソリューション 1,011 1,080 69 +6.8% 46 +4.6% 3,309 3,568 259 +7.8% 255 +7.7%

　オフィスソリューション 1,438 1,259 -179 -12.5% -209 -14.5% 5,229 4,827 -402 -7.7% -406 -7.8%

　グラフィックコミュニケーション 916 909 -6 -0.7% -40 -4.4% 3,447 3,353 -94 -2.7% -109 -3.2%

イメージング 1,153 1,414 261 +22.6% 166 +14.4% 5,420 6,271 851 +15.7% 792 +14.6%

　コンシューマーイメージング 652 822 171 +26.2% 115 +17.6% 3,280 3,679 399 +12.2% 358 +10.9%

　プロフェッショナルイメージング 501 591 90 +18.0% 51 +10.2% 2,140 2,592 452 +21.1% 434 +20.3%

8,683 9,273 589 +6.8% 268 +3.1% 31,958 33,570 1,611 +5.0% 1,442 +4.5%

4Q

454 297 -157 -34.7% 71 +15.6% 799 636 -162 -20.3% 73 +9.1%

[14.3%] [8.9%] [7.6%] [5.8%]

エレクトロニクス 176 307 130 +74.0% 122 +69.2% 751 1,009 258 +34.4% 260 +34.6%

[17.6%] [24.1%] [18.4%] [22.1%]

ビジネスイノベーション 319 270 -49 -15.4% 21 +6.6% 746 637 -109 -14.6% -27 -3.6%

[9.5%] [8.3%] [6.2%] [5.4%]

イメージング 242 245 3 +1.1% 27 +11.2% 1,392 1,600 208 +14.9% 261 +18.7%

[21.0%] [17.3%] [25.7%] [25.5%]

-122 -100 22 22 -386 -380 6 6

1,069 1,018 -51 -4.8% 263 +24.6% 3,302 3,502 201 +6.1% 574 +17.4%

[12.3%] [11.0%] [10.3%] [10.4%]

（単位：億円）

対前年度為替影響除く2025年3月期 2026年3月期 対前年度 2025年3月期 2026年3月期

対前年度為替・一時費用・原材料影響除く 為替・一時費用・原材料影響除く

ヘルスケア

為替影響除く

ヘルスケア

売上高合計

（単位：億円）

営業利益

[営業利益率]

通期

2025年3月期 2026年3月期 対前年度

売上高
通期

全社

営業利益合計

2025年3月期 2026年3月期

*

*

*

*

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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四半期別業績推移

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

（単位：億円）

2025年3月期 2026年3月期

2,352 2,490 2,471 3,165 2,285 2,707 2,661 3,336

　メディカルシステム 1,577 1,669 1,626 2,061 1,440 1,703 1,702 2,171

　バイオCDMO 471 481 513 730 532 663 608 739

　LSソリューション 304 341 332 374 313 341 352 426

エレクトロニクス 1,031 1,025 1,019 1,001 1,021 1,073 1,192 1,275

　半導体材料 623 630 619 632 647 706 777 817

　AF材料 408 395 400 369 375 368 415 458

ビジネスイノベーション 2,800 2,877 2,944 3,364 2,736 2,986 2,778 3,248

　ビジネスソリューション 708 811 779 1,011 758 923 808 1,080

　オフィスソリューション 1,268 1,218 1,305 1,438 1,200 1,212 1,157 1,259

　グラフィックコミュニケーション 825 848 859 916 778 852 814 909

イメージング 1,307 1,265 1,695 1,153 1,453 1,462 1,942 1,414

　コンシューマーイメージング 746 776 1,106 652 773 853 1,230 822

　プロフェッショナルイメージング 561 489 589 501 680 609 712 591

7,490 7,657 8,128 8,683 7,495 8,229 8,574 9,273

（単位：億円）

2025年3月期  2026年3月期

35 195 114 454 43 194 103 297

エレクトロニクス 199 188 187 176 225 194 282 307

ビジネスイノベーション 144 108 175 319 156 158 54 270

イメージング 325 337 488 242 418 386 551 245

-82 -94 -87 -122 -88 -100 -91 -100

622 734 877 1,069 753 832 900 1,018

為替レート(期中平均) ドル 156 149 152 152 145 148 154 157

ユーロ 168 164 163 161 164 172 179 184

3Q 2Q 3Q 4Q

ヘルスケア

全社

4Q 1Q

売上高
1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

ヘルスケア

売上高合計

営業利益合計

営業利益
1Q 2Q

*

*

*

*

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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国内・海外別連結売上高

（単位：億円）

構成比(%) 構成比(%)

34.4% 10,993 34.8% 11,687 694 +6.3%

20.2% 6,469 19.6% 6,579 110 +1.7%

17.0% 5,446 17.3% 5,811 365 +6.7%

 内、中国 14.3% 4,555 14.8% 4,977 422 +9.3%

 アジア他 28.3% 9,050 28.3% 9,493 443 +4.9%

 海外 65.6% 20,965 65.2% 21,883 918 +4.4%

100.0% 31,958 100.0% 33,570 1,611 +5.0% 合計

 日本

 米州

 欧州

2025年３月期 2026年３月期
対前年度

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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営業利益増減分析(4Q実績 対 前年実績)

*1ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。
    本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています
*2 富士フイルムヘルスケア株式会社

*1

*1

(単位：億円)

4Q

2025年

3月期

2026年

3月期

オペレー

ション等
為替

原材料

価格

関税

影響

（b-a)

一時要因

(a)

2025年

3月期

(b)

2026年

3月期
事業 内容

ヘルスケア 454     297    -157   71       2         -62     -13     -155   110     -45     
15         -15        - メディカル ｜FHC*2 国内営業部門統合費用

-55        -           -55       バイオCDMO ｜中小型設備 生産体制最適化

10         -10        - LS ｜事業売却関連費用

-125      135       10        他 ｜非中核資産の最適化

エレクトロニクス 176     307    130     122     13       -6       -4       6         22       28      
8           -8         - 半導体材料 ｜新規買収会社

2           -14        -12       AF材料 ｜体質強化費用等

-4         44         40        他 ｜非中核資産の最適化

ビジネスイノベーション 319     270    -49     21       15       -7       -2       -75     17       -58     
-20        -6         -26       グラフィックコミュニケーション ｜体質強化費用等

7           -7         - グラフィックコミュニケーション ｜係争費用他

-36        - -36       オフィスソリューション他 ｜体質強化費用等

-26        30         4          オフィスソリューション他 ｜非中核資産の最適化

イメージング 242     245    3         27       36       -25     -         -35     41       6        
6           -6         -           イメージング ｜体質強化費用等

-41        47         6          イメージング ｜非中核資産の最適化

全社/連結調整 -122   -100   22       22       -         -         -         -         -         -         

合計 1,069  1,018 -51     263     64       -100   -19     -259   190     -69     

為替レート 米ドル 152円 157円 5円安 銀 -95

ユーロ 161円 184円 23円安 アルミ -8

他(燃料等) 3

対前年

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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営業利益増減分析(4Q実績対 前回業績予想)

(単位：億円)

4Q

2026年

3月期

(前回予想)

2026年

3月期

オペレー

ション等
為替

原材料

価格
関税

（b-a)

一時要因

(a)

2026年3月期

(前回予想)

(b)

2026年3月期 事業 内容

ヘルスケア 330     297    -34     -26     1         - -4       -5       -40     -45     
-15        -40        -55       バイオCDMO ｜中小型設備 生産体制最適化

10         - 10        他 ｜非中核資産の最適化

エレクトロニクス 248     307    59       23       7         - 1         28       - 28      
-12        - -12       AF材料 ｜体質強化費用等

40         - 40        他 ｜非中核資産の最適化

ビジネスイノベーション 272     270    -3       -29     7         - 5         14       -72     -58     
2           -28        -26       グラフィックコミュニケーション ｜体質強化費用等

8           -8         - グラフィックコミュニケーション ｜係争費用他

- -36        -36       オフィスソリューション他 ｜体質強化費用等

4           - 4          オフィスソリューション他 ｜非中核資産の最適化

イメージング 115     245    130     99       25       - -         6         - 6        
6           - 6          イメージング ｜非中核資産の最適化

全社/連結調整 -100   -100   -         1         -1       - - - - -

合計 865     1,018 152     68       39       - 2         43       -112   -69     

為替レート 米ドル 155円 157円 2円安 銀 -

ユーロ 175円 184円 9円安 アルミ -

他(燃料等) -                 

対前回予想

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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バイオCDMO収益性(対前年実績)

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

（単位：億円）

売上高 730 739 9 2,195 2,541 346

ﾃﾞﾝﾏｰｸ拠点 既存設備における計画停機 -100 -100

生産体制最適化 -55 -55 -50 -65 -15

米ﾃｷｻｽ拠点における商用製造体制強化 -130 130

一時費用合計 -55 -55 -180 -165 15

一時費用除くEBITDAマージン 10％台前半 10％台前半 - 10％台前半 約10% -

内）大型製造設備 20％台後半 10%台後半 - 20%台後半 20％台半ば -

内）中小型製造設備 一桁％前半 一桁％半ば - ﾌﾞﾚｰｸｲｰﾌﾞﾝ ﾏｲﾅｽ10% -

バイオCDMO

4Q

対前年度

通期

対前年度2025年

3月期

2026年

3月期
2025年 3月期 2026年 3月期



FUJIFILM Holdings Corporation 32

2027年3月期 通期連結業績予想

事業別売上高

* iPS細胞を用いた細胞治療プロセス開発・製造受託に関連する事業を「ヘルスケア」セグメントの「LSソリューション」から「バイオCDMO」に組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2026年3月期の情報を
リステートしています

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

(単位：億円)

差額 為替影響含む 為替除く

ヘルスケア 10,989                   11,700                   711         +6.5% +6.7%

メディカルシステム 7,016                            7,200                            184             +2.6%

バイオCDMO 2,572                            3,000                            428             +16.7%

LSソリューション 1,402                            1,500                            98               +7.0%

エレクトロニクス 4,562                     4,750                     188         +4.1% +4.5%

半導体材料 2,946                            3,100                            154             +5.2%

AF材料 1,616                            1,650                            34               +2.1%

ビジネスイノベーション 11,748                   11,750                   2             +0.0% +0.1%

ビジネスソリューション 3,568                            3,800                            232             +6.5%

オフィスソリューション 4,827                            4,800                            -27             -0.6%

グラフィックコミュニケーション 3,353                            3,150                            -203            -6.0%

イメージング 6,271                     6,500                     229         +3.7% +3.8%

コンシューマーイメージング 3,679                            3,750                            71               +1.9%

プロフェッショナルイメージング 2,592                            2,750                            158             +6.1%

合計 33,570                   34,700                   1,130      +3.4% +3.5%

為替

米ドル 151円 150円 1円高

ユーロ 175円 175円 -

2027年3月期

予想

2026年3月期

実績

対前年度差異

*

*
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営業利益増減分析(2027年3月期業績予想 対 前年実績)

(単位：億円)

2026年

3月期

2027年

3月期(予想)

オペレー

ション等
為替

原材料

価格

（b-a)

一時要因

(a)

2026年

3月期

(b)

2027年

3月期(予想)
事業 内容

ヘルスケア 636     690    54       84       -5       -240   215     -155   60      
65         -65        - バイオCDMO ｜中小型設備 生産体制最適化

100       -100      - バイオCDMO ｜デンマーク拠点計画停機

50         10         60        他 ｜非中核資産の最適化

エレクトロニクス 1,009  1,060 51       79       -5       - -23     28       5        
2           -12        -10       AF材料 ｜体質強化費用等

-25        40         15        他 ｜非中核資産の最適化

ビジネスイノベーション 637     650    13       2         -         -20     31       -101   -70     
-82        -28        -110     グラフィックコミュニケーション ｜体質強化費用等

-8         -17        -25       グラフィックコミュニケーション ｜係争費用他

-45        -50        -95       オフィスソリューション他 ｜体質強化費用等

10         -10        - オフィスソリューション他 ｜遊休資産整理等

156       4           160      オフィスソリューション他 ｜非中核資産の最適化

イメージング 1,600  1,620 20       135     - -100   -15     - -15     
-44        -6         -50       イメージング ｜体質強化費用等

29         6           35        他 ｜非中核資産の最適化

全社/連結調整 -380   -370   10       10       - - - - -

合計 3,502  3,650 148     310     -10     -360   208     -228   -20     

為替レート 米ドル 151円 150円 1円高 銀 -250           

ユーロ 175円 175円 - アルミ -

他(燃料等) -

メモリー半導体 -110           

対前年

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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連結貸借対照表
2026年3月期 

2024年

3月期末

2025年

3月期末

2026年

3月期末

対2025年

3月期末

2024年

3月期末

2025年

3月期末

2026年

3月期末

対2025年

3月期末

現金及び現金同等物 1,797 1,721 1,706 -16 長短社債及び借入金 5,028 6,859 8,949 2,090

受取債権 6,966 7,000 7,625 625 支払債務 3,465 3,906 3,898 -7

棚卸資産 5,478 5,440 6,008 568 その他流動・固定負債 7,608 8,207 9,247 1,040

その他流動資産 1,505 1,656 1,852 196 負債計 16,101 18,972 22,094 3,122

流動資産計 15,746 15,817 17,190 1,374 株主資本計 31,692 33,485 38,396 4,911

有形固定資産 13,957 17,865 23,083 5,218 非支配持分 41 42 48 6

営業権 9,538 9,479 9,971 491 純資産計 31,733 33,527 38,444 4,917

その他固定資産 8,593 9,338 10,293 955 負債・純資産合計 47,835 52,499 60,538 8,039

固定資産計 32,088 36,682 43,347 6,665
(単位：円)

資産合計 47,835 52,499 60,538 8,039
増

期末日 為替レート
2024年

3月期末

2025年

3月期末

2026年

3月期末

対2025年

3月期末

米ドル 151 150 160 10円安

ユーロ 163 162 183 21円安

(単位：億円)

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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設備投資
(有形固定資産)

設備投資
(ソフト・レンタル資産他)

減価償却費

設備投資｜減価償却費

(億円)

• ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています
なお、過去に開示したリステート後数値の一部に修正すべき点があったことから、本年度決算において改めて見直しを行っています。

5,321 

5,069 

3,380 

750 750 660 

1,636 1,724 

2,100 

0

2,000

4,000

6,000

25/3

実績

26/3

実績

27/3

予想

25/3

実績

26/3

実績

27/3

予想

25/3

実績

26/3

実績

27/3

予想

設備投資 | 減価償却費

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

(単位：億円)

予想

ヘルスケア 1,014 990 4,492 4,263 2,300

エレクトロニクス 143 129 389 369 520

ビジネスイノベーション 88 87 259 254 290

イメージング 56 65 154 166 230

コーポレート 15 9 26 18 40

  設備投資(有形固定資産) 1,315 1,280 5,321 5,069 3,380

ヘルスケア 48 58 166 184 180

エレクトロニクス 5 4 13 16 20

ビジネスイノベーション 114 103 471 384 240

イメージング 17 52 62 124 150

コーポレート 10 15 38 41 70

  設備投資(ソフト、レンタル資産他) 194 231 750 750 660

ヘルスケア 185 210 627 745 1,010

エレクトロニクス 73 84 287 307 340

ビジネスイノベーション 130 123 518 458 500

イメージング 61 54 174 172 210

コーポレート 9 11 30 43 40

  減価償却費 457 482 1,636 1,724 2,100

2027年

3月期
 年度

2025年

3月期

2026年

3月期

2025年

3月期

4Q 通期

2026年

3月期
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1,634 1,578 1,720 

8,065 

8,615 

5.1% 4.7％ 5.0%

25.2% 25.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

0

3,000

6,000

9,000

25/3

実績

26/3

実績

27/3

予想

25/3

実績

26/3

実績

研究開発費 ｜ 販売費及び一般管理費

36

研究開発費 販売費及び一般管理費

研究開発費｜販売費及び一般管理費

(億円) 売上高比率

* ケミカル試薬を「エレクトロニクス(AF材料)」セグメントから「ヘルスケア(LSソリューション)」セグメントに組み替えて表示しています。本区分変更に合わせ、2025年3月期の情報をリステートしています

*

*

4Q

2025年

3月期

2026年

3月期

2025年

3月期

2026年

3月期

2027年

3月期

（予想）

ヘルスケア 159 126 613 533

エレクトロニクス 63 70 252 282

ビジネスイノベーション 135 132 545 554

イメージング 42 43 133 134

コーポレート 20 17 91 75

研究開発費 419 388 1,634 1,578 1,720

<売上高比> 4.8% 4.2% 5.1% 4.7% 5.0%

販売費及び一般管理費 1,955 2,361 8,065 8,615

<売上高比> 22.5% 25.5% 25.2% 25.7%

　

(単位：億円)

通期 予想

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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単位 2024.3末 2024.6末 2024.9末 2024.12末 2025.3末 2025.6末 2025.9末 2025.12末 2026.3末

連結 人 72,254 72,929 72,989 72,901 72,593 74,534 74,205 73,975 73,526

▐ 為替(平均) ｜ 原材料価格(平均)

▐ 為替感応度：1円の変動による影響(年間)

▐ 人員

売上高 営業利益

米ドル 1円あたり +50 億円 +10 億円

ユーロ 1円あたり +15 億円 + 8 億円

為替｜原材料｜人員

最終更新日：2024/4/17

2025年3月期 2026年3月期

単位 1Q 2Q 3Q 4Q 通期 1Q 2Q 3Q 4Q 通期

米ドル 円/ドル 156 149 152 152 152 145 148 154 157 151

ユーロ 円/ユーロ 168 164 163 161 164 164 172 179 184 175

銀 千円/kg 143 144 155 155 148 155 184 249 440 247

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料
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参考情報：サステナビリティへの取り組み

2026/03

知的財産
(デザイン経営)

2026/03

人的資本
(健康経営)

2026/04

DX
(デジタルトランスフォーメーション)

外部からの新たな評価

「地球上の笑顔の回数を増やしていく。」というグループパーパスのもと、
事業活動を通じた社会課題の解決により一層取り組み、サステナブル社会の実現にさらに貢献する

健康経営®は、NPO法人健康経営研究会の登録商標です。

2025/12

環境
(気候変動・水資源)

CDPより、「気候変動」
「水セキュリティ」の2分野で

最高評価である「Aリスト企業」認定

■ 当社の持続的な成長を支えるイノベーションの源泉

2025/10

環境
(サプライチェーン)

国際的な評価機関EcoVadis社に
よる評価において、最高位の「プ

ラチナ」評価を獲得

4度目

38

経営トップ主導で策定したDXビ
ジョンのもと、製品・業務の全社横
断のAI活用基盤やガバナンス体制

を整備し、着実に推進している点が
評価

*DX銘柄の前身となる「攻めのIT経営銘柄」を含む

10年連続

6年連続

「気候変動」4年連続5回目
「水セキュリティ」6回目

2年連続6回目*

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

iFデザイン賞*において
幅広い事業分野の23製品が「iFデ

ザイン賞2026」を受賞

「iF デザイン賞 2026」のロゴ

*iF Design Award
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参考情報

▍ 富士フイルムホールディングス 株主・投資家情報

https://ir.fujifilm.com/ja/investors.html

▍ 富士フイルムホールディングス 統合報告書

https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/integrated-report.html

▍ IR資料室

https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials.html

▍ 富士フイルムグループ事業概要

https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/business-overview.html

決算ハイライト
2026年3月期

第4四半期
2027年3月期予想 参考資料

https://ir.fujifilm.com/ja/investors.html
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/integrated-report.html
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials.html
https://ir.fujifilm.com/ja/investors/ir-materials/business-overview.html
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富士フイルムホールディングス株式会社
コーポレートコミュニケーション部

https://holdings.fujifilm.com/ja  

https://holdings.fujifilm.com/ja



